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［目的］
　我々は、1993年4月1日よりHCV抗体検査を
総合健診センターに導入し、C型肝炎のスクリー
ニングとして用いてきた。HCV抗体陽性者につ
いて、若干の知見を得たので報告する。
［対象］
　1993年4月1日～1994年3月31日まで、平成
5年度の総合健診センター受診者9963名のうち男
性5626名・女性4337名を対象とした。
［成績］
　HCV抗体陽性者は、受診者9963名のうち224
名で陽性率は2．25％であった。男女別陽性率は、
男性5626劇中l15名（2．04％）、女性4337名月109
名（2，51％）であった。女性群で男性群よりもH
CV抗体陽性率は高い傾向を示した。
　HCV抗体陽性率は、男女とも加齢とともに増
加傾向を示していた。HCV抗体陽性者群の年齢
分布では、男性では70歳代と80歳代が多く、
70歳代では125期中9名（7．20％）・80歳代で
は14名中1名（7．14％）を示した。又、女性では6
0歳代が最も多く551名中40名（7，26％）、次に多
いのは70歳代で65名中4名（6．15％）であった。
　HCV抗体陽性者群でHBs抗原も陽性の重複
感染者は4名で1．8％であった。
［考察及び結語］
　総合健診センター受診者のうち224名（2，25％）
がHCV抗体陽性者が存在し、その中で、肝機能
検査で異常のない人が45名（20．1％）存在してい
たことにより、HCV抗体検査を導入することに
より無症候性の陽性者を発見することが可能であ
ると考えられる。
　HCV抗体陽性者を検出し今後管理・フォロ
ーアップを診療側で行なうことにより、肝炎の進
行の予防と治療に役立つものと思われる。
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【目的】医療法の改正により初診、再診の定義が
変化した状況の下、同日に複数科を受診する患者、
いわゆる併科受診患者の動態は無視する事はでき
ない。
　病院管理学教室では、特定機能病院として充分
な機能を発揮できるような対策を考える為に併科
受診患者の動態調査を行った。
【方法】現在当院には、約44万人の登録患者がい
る。その内の75Xに達する約33万人が複数科に登
録されている。これらの患者を対象に1993年1月
～12月までの期間再来登録のデータを基に、患者
延べ数に対しての併科受診患者の数、年齢別患者
構成、子別組合せについて調査分析を行った。
【結果】延患者数に対する併科受診患者の占める
割合は、延べ数779，990人に対し、併科受診患者4
3，605人で全体の5．6Xであった。
　また、年齢別構成では、併科受診患者の全数40，
517人に対し52．3X（21，201人）が60才以上であった。
　科勝組合せによる調査では眼科と第3内科の組
合せが2，634件と最も多く、糖尿病と糖尿病性網
膜症による合併症による受診と考えられるp次に
第3内科と第2内科の組合せが979件科で内分泌と
心疾患によるものと考えられます。眼科と第2内
科の組合せが810件で年齢による疾患と推測でき
ます。整形外科と第2内科の組合せが736件で年齢
による疾患と思われます。整形外科と第3内科の
組合せが730件でリウマチの患者と考えられます。
【結論】今回の調査により併科受診患者の延べ数
は、全体の5．6Xであったが、将来的には患者ニー
ズの多様化、当院の完全週休二日制導入、等の要
因により併科受診患者数が増加することも予測で
きる。高齢者における併科受診患者を疾患で見る
と、糖尿病とその合併症との関係や年齢と病気と
の関係に起因するところが大きかった。
　併科受診患者の増大は、効率的な外来運用に大
きな妨げとなっており、時間予約制の整備。更に
は、今回判明した併科受診患者の多い診療科の診
察室などのふり分け方の工夫の他に、二次的施設
の充実も検討する必要がある。
（2）
